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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、独自に発掘した未公開の新史料群を活用しつつ、日本の第一次世界大戦経
験を包括的に解明することであった。その成果は、主に以下の三点である。①資料集として、小林道彦他編『内田康哉
関係資料集成』を公刊した。②研究書として、小林道彦『大正政変』、奈良岡聰智『対華二十一ヵ条要求とは何だった
のか』、クリストファー・スピルマン『近代日本の革新論とアジア主義』を出版した。③日本国内では、日本政治学会
、日本国際政治学会、海外では、EAJS (European Association of Japanese Studies)、ルール大学ボーフムにおける
国際シンポジウムなどで、研究成果を発表した。

研究成果の概要（英文）：The object of this study was to analyze of Japan's experience of the First World 
War making use of new primary resources. The main results of this study are summarized as follows. 
1)KOBAYASHI Michihiko et al. ed., "The Papers of UCHIDA Yasuya" was published, 2)KOBAYASHI Michihiko "The 
Taisho Political Crisis", Christopher Szpilman "Progressivism and Pan-Asianism of Modern Japan"and 
NARAOKA Sochi" What was Japan’s Twenty-One Demands?" were published. 3)Members of this project had 
presentations at JPSA(Japanese Political Science Association), JAIR(The Japan Association of 
International Relations), EAJS (European Association of Japanese Studies) and other international 
conferences.

研究分野： 日本政治外交史
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１．研究開始当初の背景 
（１）第一次世界大戦は、欧米の歴史研究で
は「現代史」の起点を画する事件と位置づけ
られ、大戦が国際政治や各国の政治・経済・
社会にもたらした巨大な変化について、早く
から研究が進められてきた。現代世界の出発
点としての第一次世界大戦の意義は、21世紀
の現在になっても変わることはなく、大戦開
戦 100 年を前に、新たな視点からあらためて
問い直す動きが活発化してきた。 
 
（２）一方、日本の第一次世界大戦経験、す
なわち第一次世界大戦への日本の関わりと、
大戦が日本に及ぼした衝撃・影響に関する研
究は、欧米における大戦研究の蓄積に比して、
これまで低調であった。第一次世界大戦期の
日本の対外政策に関する従来の研究は、個別
事件史か二国間関係史の段階にとどまり、そ
れら相互の連関を明らかにする、総合的な分
析枠組みによる研究は行われてこなかった。
また、第一次世界大戦中から大戦後にかけて
の日本国内の政治・経済・社会における様々
な変化と、同時期の外交・軍事の展開との結
びつき（内政と外交の連関）に関しても、事
態は同様であった。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、以上の認識のもとで、欧米
の研究成果を踏まえながら、第一次世界大戦
を「世界の中の日本」という視点から総合的
に分析することを目的として構想されたも
のである。 
 
（２）具体的には、①第一次世界大戦への日
本の関わりを、大戦のグローバルな展開の中
に位置づけて、総合的に捉え直すとともに、
②第一次世界大戦が日本に及ぼした衝撃・影
響を、政府指導層の認識レベルで精緻に跡づ
け、解明し、③以上を総合して、欧米の大戦
研究の成果を踏まえた「世界の中の日本」と
いう視点から、日本の第一次世界大戦経験を
包括的に捉える新たな全体像を提示するこ
とを目指した。 
 
３．研究の方法 
（１）研究代表者（小林）を中心とする研究
グループは、2009-11 年度に科学研究費補助
金の助成を受けて、外交官・内田康哉の個人
史料「内田康哉関係文書」（氷川町竜北歴史
資料館所蔵）の調査・整理・分析を進めてき
た（基盤研究 B「戦間期日本の協調外交の形
成・崩壊過程の解明-新史料「内田康哉文書」
に基づく分析」）。本史料は、これまで明らか
にされてこなかった、両大戦間期の日本の国
際協調外交の形成ならびに崩壊の政治過程
を解明する上で貴重な史料であると同時に、
第一次世界大戦期の日本外交を研究する上
でも、極めて重要な史料である。そこで本研
究では、その内容の重要性に鑑み、「内田康
哉関係文書」の主要部分の公刊に取り組むこ

ととした。 
 
（２）さらに、「内田康哉関係文書」以外に
本研究グループが独自に入手・収集した各種
新史料をも用いて、日本の第一次世界大戦研
究の水準を、欧米の大戦研究と相互参照が可
能なレベルにまで引き上げることを目指し
た。また、政党政治・総力戦体制・国際協調
外交・アジア主義といった諸理念の相互の複
雑な関係性を解き明かすことを通じて、従来
は大戦期・1920 年代・1930 年代と時期区分
され相互に断絶したものとして捉えられて
きた、大戦期から 1930 年代にかけての日本
の対外政策・国内政治の展開を、統一的に把
握することを可能にする新たな視座を提示
することを目指した。 
 
４．研究成果 
（１）「内田康哉関係文書」については、そ
の主要部分を小林道彦・高橋勝浩・奈良岡聰
智・西田敏宏・森靖夫編『内田康哉関係資料
集成』全3巻(柏書房)として出版した。また、
竜北歴史資料館所蔵の史料原本は全てマイ
クロフィルム化し、2013 年 3 月 30 日から国
立国会図書館憲政資料室において公開を開
始した。本史料（集）は、今後第一次世界大
戦期や戦間期の日本外交を研究するにあた
って必須の史料集として活用されることに
なろう。 
 
（２）本研究の成果は、以下に示す通り、学
術論文や図書の形で発表した。このうち研究
代表者の小林の成果は、第一次世界大戦前か
ら大戦後にかけての政軍関係の展開に関わ
るものである。小林の議論は、日露戦後の児
玉源太郎の統帥権改革構想を明らかにし、そ
れが大戦後に首相として国際協調外交を牽
引した原敬のそれに継承・発展させられたと
見ることができることを明らかにした点が
特徴的である。小林は、論文集『日本政治史
のなかの陸海軍:軍政優位体制の形成と崩壊
1868-1945』を編集し、児玉の統帥権改革構
想を、戦前期の「軍政優位体制」と言うべき
体制の中に位置づけるとともに、旧著『日本
の大陸政策』（南窓社、1996 年）に書きおろ
し部分を加えて、新著『大正政変』として公
刊した。 
 
（３）研究分担者クリストファー・W・A・ス
ピルマンは、第一次世界大戦期の日本で台頭
したアジア主義について、満川亀太郎、鹿子
木員信ら代表的な論者に焦点を当てて分析
を行い、史料集『満川亀太郎書簡集』や論文
を公刊した。また、北一輝、大川周明、西田
税らの分析を通して、アジア主義が第二次世
界大戦期の日本にどのような影響を及ぼし
たのかについても考察を深め、単著『近代日
本の革新論とアジア主義－北一輝、大川周明、
西田税らの思想と行動』を公刊した。 
 



（４）研究分担者の奈良岡聰智は、これまで
の日本の第一次世界大戦研究で看過されて
きた抑留者・捕虜の問題について分析を進め、
単著『「八月の砲声」を聞いた日本人－第一
次世界大戦と植村尚清「ドイツ幽閉記」』を
公刊するなどした。また、第一次世界大戦へ
の日本の参戦、日本が 1915 年に中国に提出
した対華二十一ヵ条要求についても考察を
深め、単著『対華二十一ヵ条要求とは何だっ
たのか』を公刊した。 
 
（５）この他、各種学会でも研究報告を行い、
様々な専門の研究者との討論や意見交換を、
論文や著書の分析に反映させることに努め
た。その際、日本と海外の第一次世界大戦研
究の接点が従来稀薄だったことに鑑み、両者
の相互理解を深めるべく、海外の学会でも積
極的に成果報告を行うことに努めた。海外で
の報告は、イギリス、ドイツ、スロヴェニア、
トルコ、台湾で実施した。今後は、ここで構
築されたネットワークを活かしつつ、グロー
バルな文脈を意識した第一次世界大戦研究
をさらに進めていきたい。 
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権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別：  
 
○取得状況（計 0件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等  
内田康哉関係文書（MF：氷川町竜北歴史資料
館蔵）目録（国立国会図書館憲政資料室） 

https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/uc
hidayasuya.php 
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